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研究成果の概要（和文）：大学英語教育（共通教育英語教育）カリキュラムの再構築の柱として、学習の自律化とアク
ティブラーニングの実働化を研究課題として3年間取り組んだ。英語教授法だけでなく、大学教育、自己形成論、グロ
ーバル化での英語教育など、学際的な視点から理論的考察、実態調査、授業モデルの構築と教育効果の検証を行った。
大学レベルの英語学習者を自己成熟（アイデンティティ形成）＝言語成熟（社会に通用する自己の価値観、信念など、
市民性を包括した英語能力）の両軸から捉え、この両側面の到達を正統的な大学英語学修力と定め、そのための共通教
育英語カリキュラムモデルを構築し、実際の導入につなげた。

研究成果の概要（英文）：This research aimed at college EFL learners' self-reliant and self-regulated 
language learning performance (i.e., leaner autonomy) through the implementation of a new EFL curriculum 
model that underscores the effects of exercising Active Learning stategies in and outside classroom.

研究分野： 英語教育（カリキュラム）

キーワード： 学習自律化　学習動機づけ　共通教育英語カリキュラム　社会構築主義
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１．研究開始当初の背景 
こ れ ま で Learner Autonomy や
Autonomous Language Learning は、
EFL や L2 の枠組みの研究に加えて
sociocultural, sociolinguistic の視点から
検証する研究事例が目立った。そこには
SLA を主体とした研究が数多くみられる
と同時に、行動主義カリキュラムをベース
にする傾向にあった。他方、グローバル社
会の到来とともに外国語としての英語教育
もカリキュラム政策上、伝統主義・行動主
義中心から社会構築主義へとシフトし、そ
れに合わせた教授法の開発が急務となって
いる(Reagan, 1999)。社会構築主義のねら
いは社会的自我の確立とそれによる社会参
画を促し、個人においては協働性、社会に
おいては共同体を目指すことにある
(Gergen, 1997)。それゆえシチズンシップ
教育や生涯学習が提唱され、具体的には個
人の自立と学びの自律化が OECD の
DeSeCo Project (Rychen, 2003) で強調さ
れている。それは今日の知識基盤社会に不
可欠な人的資本の必要要素である傍ら、そ
のような自己アイデンティティ形成と自律
的な英語学習は表裏一体化したものである
という、新たな教育・学習概念を肯定化す
る動きでもある。それは自己知と他者知、
関わりと交わりによる新たな発見とその解
釈にむけた言語使用であり、それらを総合
して異文化社会、多様化社会に求められる
言語能力と捉える考えでもある(Byram, 
1997) 。 そ の よ う な 言 語 運 用 能 力
(communicative competence)を育ててい
くために、状況に埋め込まれた学習
（situated learning）や正統的周辺参加 
(legitimate peripheral participation) 
(Lave & Wenger, 1991)の学習概念が重要
となる。その点をふまえ、Littlewood 
(1996)は（1）人生のあり方（生き方や価値
観の意味づけ）、（2）言語学習プロセス（腑
に落ちる学び方）、（3）創造的かつ自発的
コミュニケ―ション（学習文脈に適応した、
独自性と創造的な方法による意思や意味の
やりとり）が、自発的で自律的な英語学習
者を育てていく条件であると示唆している。
Oxford (2003)は、より学習者の視点に立ち
ながら英語学習の自律化を考え、その結果、
文脈 (context)、媒体 (agency)、動機づけ
(motivation) 、 学 習 方 略 (learning 
strategies)の４つの要素を重視し、それを
もとに自律性の萌芽からその社会的汎用性
に至る５つのレベルを提示している。具体
的には（1）社会文化Ⅰ（特定の社会・文
化的状況とそこでの他者性の理解）、（2）
社会文化Ⅱ（より広い状況でのコミュニケ
ーション活動と、そのための認知的思考の
育成）、（3）政治批判（イデオロギー的状
況下での対応）、（4）技能関連（リテラシ
ーの強化にむけた自発的活動）、（5）心理
関連（内面的成熟、人格形成）である。こ

の枠組みの意図は、自律的英語学習者はエ
ゴ化せず、独断的でない確たる自己信念や
価値観の構築によって生涯学び続けていけ
る学習者として巣立つ必要性を示唆してい
る。その意味でもアクティブラーニング（能
動的学修）の介入は不可欠であり、今の大
学生は高校までの受験偏重授業とは「異質
化」した英語授業スタイルと学修方法の構
築を主体的に望んでいることがアンケート
調査結果(N = 2764)（H22-24 基盤研究Ｃ 
課題番号 2252020: 前回採択分）から判明
している。 
 
２．研究の目的 
本研究では我が国固有の２つの教育的課

題（大学のユニバーサル化に伴う質保証問

題、および OECD に見られる高等教育政策

と外国語政策に適合しうる授業改革）に着

目する。その解決に向けた英語教育カリキ

ュラムの構築を日本人学習者（大学生）の

学習行動や学習方略の改変をめざすアクテ

ィブラーニングの視点から切り込んでいく。

それによる英語学習の自律化可能性を理論

的に精査し、実働モデルの構築につなげて

いく。その意味で、高等教育政策、外国語

教育政策、そしてカリキュラム政策を包括

的に捉えた新たな取り組みといえる。 
 
３．研究の方法 
 本研究の具体的到達目標は 3 点（3 ステ

ージ）である。（1）1)アクティブラーニン

グの本質性と英語学習への汎用性・応用実

践性に関する理論的考察。2)アクティブラ

ーニングと学習の自律化を包摂した先行研

究や関連領域の収集と分析。3) 生涯学習を

視野にいれた言語教育政策とカリキュラム

政策に関する研究事例の考察。以上の 3 点

を包括した新たな理論体系の構築。（2）そ

の理論体系をベースにした、アクティブラ

ーニングと自律学習に係る包括的なアンケ

ート調査の実施（大学生および大学英語教

員対象：九州・沖縄圏、関西圏、関東圏の

3 ブロックで実施）。（3）その実施調査の結

果を参考にしながら、自律的英語学習に向

けたアクティブラーニングのカリキュラム

構築と実働モデルの導入、実践、評価（分

析と考察）。そして理論的枠組みと実働モデ

ルの統合に向けた包括的検証を行う。 
 



 
４．研究成果 

 
 1 年目に行った大学教育に資するアクテ
ィブラーニング導入の背景、意義、教育効
果等に関する情報・資料収集（ (A) 外国
語としての英語教育、(B) 高等教育、(C) 
学校教育という基本的領域）の整理、分析
による理論的構築をふまえ、それをベース
にしたアンケート調査（質問項目の作成、
分析方法、実施手順、対象被験者の確定等）
を 2014 年度（平成 26年度）後期授業期間
中に実施することができた。これは計画通
りである。九州および関東圏内の国公私立
大学 1年生（計 4校）を対象に行い、約 240
名から有効回答を得ることができた。研究
協力者（3 名）と事前の打ち合わせ（アン
ケートデザイン、質問内容、回答方法、実
施時期と方法、回収・送付方法等）を行い、
その結果、支障なく実施することができ
た。質問構成については、実態と要望（ニ
ーズ）との区分けを明確にする。そのうえ
で①アクティブラーニング、②自律学習、
③大学英語カリキュラム等に関する質問
設定の明確化を図ることにした（多変量解
析、因子分析、その他の分析作業に向け
て）。その結果、[A](1)高校時代の英語授
業に関して、(2)高校時代の英語学習の能
動・自発性（感心・意欲、学習動機、学習
方法、学習プロセス、学習成果の自己評価、
自発的学習活動・時間量、学習習慣）に関
して、[B] 所属大学の英語授業に対する必
要性と要望、[C] 現在の英語学習の能動・
自発性に関して [C] 現在の英語学習状況
に関して、[D] 技能別( 観点別）英語スキ
ル獲得・到達状況(自己評価）に関して [E] 
大学英語授業・学習で臨むテーマ・タスク
について[社会構築主義の視点を中心に] 
[F] 教材（市販英語テキスト）に対する考
え方について と６つの観点から多面的・
重層的に回答を得ることができ、量的分析
作業に入ることができた。 
 研究課題に関して、昨年度アンケート調
査を実施し、これをもとに、今年度前半の
成果として、(1)このデータの量的分析、
考察、示唆を進め、包括的な整理をし、(2)
課題1年目の理論的枠組みと得られたデー
タ分析結果を統合整理し、成果発表をシン
ポジウムの形で行った（第 54 回大学英語
教育学会 JACET 国際大会、英語使用、研
究分担者を含む共同発表）。(3) 研究代表
者の勤務校で、パイロットスタディをを行
った。(4) 9 月に渡英し、最終的な文献収
集をオッスクフォード、ケンブリッジの両

大学図書館を利用して行い、同時に、英語
学習自律化と学習動機づけの研究最前線
に立つ Dr. Ema Ushioda の研究室（英国ウ
ォーリック大学）を訪ね、今回の課題研究
に対して研究・教育の両面から忌憚なき意
見交換を行った。 
今年度後半では、(5)研究論文(学会誌・査
読付）を 11 月に発刊。(6)3 年間にわたる
研究活動の集大成として、課題研究に係る
成果報告書を作成した。共通教育英語のカ
リキュラム改革と教授法の改革を、研究課
題に係るキーワードを具体化しながらま
とめた成果報告書であり、日本語版、英語
版を作成。代表者の勤務校の共通教育英語
授業の改革を具体的に推進する手引書と
なっている。(8) 宮崎大学語学教育センタ
ー主催シンポジウム「グローバル時代に対
応した英語教育とアクティブラーニング」
（平成 28年 3月 10 日、宮崎大学）にシン
ポジストとして招請され、今回の科研の取
り組みを踏まえながら、今後推進すべき共
通教育英語カリキュラムの在り方につい
て、理論と実践をもとに、報告と提言を行
った。 
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